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 「今世紀最大の課題である地球環境問題を自身の問題として考える」　
　海野 和三郎　

　表題は、朝日新聞９／２１、緒方貞子さんの「あいさつ」の‘みだし’である。９／２９，麻生首相の所信表明演説にも、「持続可能な環境」が７つの重要事項の１つに挙げられている。今日、友人の一人が「１分間の太陽エネルギーで全世界のエネルギーがまかなえるというから、やりようによって何とかなるのではないか」と言った。多分、１年分のエネルギー消費の意味であろう。１年は約５万分、だから、５万分の１の効率で太陽エネルギーから食べ物のエネルギーを得ているという意味であろう。地上に達する太陽エネルギーは１ｋＷ／ｍ２，夜と斜め入射の効果で平均その1/4、人１人のエネルギー消費は約１ｋＷとして、約４m2に注ぐ太陽エネルギーを消費して人１人が生きていることになる。
問題は、食料生産の効率である。食料生産可能な地表面積を全地表面積の1/10乃至1/100、作物が占める面積がその1/10程度、葉緑素が占める面積はその1/10程度、光合成による炭水化物生産の効率が約1/10とすると、食物生産の効率は約１万分の１乃至10万分の１となる。理科年表でみると、陸地面積は約1.5・1014m2、食料生産効率を５万分の１として、食物生産実効面積が30億m2、１人あたり４m2として、１０億人弱の人間を地球の自然が養うことができることになる。乱暴な計算だが、１９世紀までの人口の説明である。２０世紀になって、地球が億年貯めた化石燃料を100年で使い、トラクターなどの農業機械、運送、農薬など様々な化石エネルギー利用によって、人口も40億から60億へと増加し、間もなく100億に達しようとしている。同時に、CO2排出による地球温暖化が問題となり、代替エネルギーをバイオマスに求めると食糧不足になる。エネルギー、地球環境、人口（食料）問題の三重苦が20年後、石油の需要供給のバランスが崩れる石油ピークにやってくるという。何とかしなくてはならない。

　葉緑素を敷きつめた木の葉と太陽電池パネルとは、共に、太陽エネルギーの約10%を光合成または発電に使う。広葉樹は大量の水を吸い上げ、80%以上の余熱を使って水蒸気を大気中に放出し、対流を促進し、風を起こし、CO2を風にのせて葉に送り、さらに乱流拡散で葉緑素へ伝達し、そのため光合成の効率が10倍以上も高められる（矢吹効果）。太陽電池の場合も余熱を連結するソーラーポンド発電の予備加熱に利用することが、石油火力発電に負けないための条件の一つである。ソーラーポンド発電は、イスラエルが先鞭を付けた。下層ほど塩度が高い塩水の水槽に太陽光が入射して水底で吸収され温度が上昇しても、温度上昇による密度低下が塩度勾配に負けて浮力を生じないため、対流は起こらず、熱伝導は遅いから熱放射を透さない水は保温が非常によい。この太陽熱エネルギーの蓄積装置が、塩度勾配ソーラーポンドである。実は、海は天然のソーラーポンドで、数10ｍの深さで吸収された太陽熱は熱伝導では千年以上もかからないと表層まで出られないので、海流による一様化で1000ｍより深い世界中の深海水温は約３℃で、これが地表の標準温度である。
　熱機関としてのソーラーポンド発電効率を10倍強力にして、石油火力に勝つには、辻内式非結像集光系で半固定準全天10倍集光するとよい。最下段の太陽電池パネルは水冷し、温まった水は上部に連結した多賀式スポンジ粘性ソーラーポンドへ導いて更に加熱して沸騰水をつくり、蒸気タービンを廻して発電する。この２段構えの発電の効率を40%とすると、太陽電池パネルだけの場合に比べると、発電量は40倍、装置の費用を２倍とすると、電力価格は1/20となる。関心のある方設計図を見たい方はお申し出下さい。

「おだまき」　　　　　　水木鈴子

愛は実践です。

与え続けることによって、美しく輝き続けますよ。

自分があのひとに与えたという記憶が、

輝きの美しさを妨げているのです。

ある日、あなたは声を大にして、

気づかせてくださったのですね！

以来、一日十善、いや三十善？

あなたからいただいた人生の大きな宿題に、

汗かいています。

花汗は、花幸せですか？

「職人の美学」（美学シリーズ６）

未来創庵　　一色　宏

手仕事が主流であった時代は小さな社会であった。作り手は誰であるかを知っていたし、使い手は自分の気に入った作り手を選ぶことができた。そうした小さな社会で生き抜くためには、作り手は常に最高の品を作り出すことを心がけなければならなかった。その心構えや職業の倫理、職人の仲間の仁義や礼節を、物を作り、使ってもらうことで身につけていった。

職人達はだれもが「一生が勉強です」「これでいいということはない」「満足だと思ったらおしまいだ」と言う。師匠のもとでの修行を終えた後、職人はいかに技を磨き上げていったか、それは学校や職業訓練所などではなかった、徒弟制度と呼ばれる職業訓練の方法であった。師匠から弟子に、技や技を駆使して生活していくうえでの必要な事柄や精神を受け継いでいく職業の伝承であった。そこには教科書はなく、仕事のできる師匠がいて、覚えたい者がそこに入門し、そこで一緒に暮らしながら仕事を覚えるというものであった。弟子の側は教わり、覚えるのであるが、教える側は仕事の馬に弟子を置き、仕事を見せる以外、特に教えるという行為はなかった。叱ることはあったが、弟子は「見て覚える」以外になかった。

徒弟制度の基本は覚える側の姿勢の問題であった。例えば、鍛冶屋・刀鍛冶などでも同じく、炭切りから始まる。炭を三種の大きさに切り揃えた。作る物によって鉄を熱する温度が違い、使う炭の大きさも違うからだ。炭も松炭，櫟炭と作る物によって変わるのだ。その次が火の手伝いである。一人前になるに炎の色ですべての温度がわかるようにならなければならない。同じ温度で焼き入れするために覚えることは欠かせない。火の色と鉄の焼き加減は炎の色を頭に叩き込み、叩いて延ばし形を整えるコツは慣れで、手に覚えさす。季節やその日の気温、天候を考えながら、一定の温度に鉄を焼き上げ、一気に冷ます。他人にも弟子にも説明できない勘としかいいようがない。師匠が焼いた鉄の温度を目で憶え、再現できなければならない。徒弟制度は、学校の教室ではないから、どこまで自分が覚えたかは自分に聞くしかない。試験があるわけではないのだ。師匠の仕事と自分の作業を重ね合わせ、「何を見ていたのか」と叱られ、時には叩かれながら、覚えるしかなかった。

「師匠」「親方」以外にも厳しく職人を育てた人たちがいた。ひとつは職人の作った物を買い取った問屋である。商品の吟味は厳しく、傷や不出来があれば職人に突き返した。この厳しい目は職人にとっては過酷であったが、職人の腕を上げる役をはたした。親方が弟子を叱るのとは違った目での評価がそこにはあったからだ。問屋の他にも目の肥えたお客がいて、手を抜くことはできなかった。

見る人がいて、見る目があって、十分の報酬を払ってでも職人の腕をとことん追求する人たちも職人の師であった。体や手に記憶された技はわすれることはない、悩むことがない。手は疑問を持たない。そうなるまで修行を積み上げたのだ。常に疑問を持ち、悩み、惑う心に打ち勝ち築き上げてきた職人の美学であった。巧みなもの作りの職人気質に栄光あらん事を！！　　　　　　　　　　　未来創庵　

友人からのたより　　　　　　　　

４名の日本人ノーベル物理学賞・化学賞受賞のニュースで沸いている昨今であるが、以前紹介したこともあるが、友人からのたよりに、昔のノーベル賞にちなんだはなしが書いてあるので紹介する。今年は日仏修交１５０周年記念行事の一環として、フランス・アカデミーから使節が来たこともこれに関係する。　　　　海野和三郎

　

前略　　　　　　　　山田光男

　先日は、久しぶりに懐しい松高、鳥居松などの昔話、嬉しく存じました。貴兄の「天文学を志して」を興味深く拝読、私が薬学を選んだのも、内地決戦が近いのと、父（註：山田延男）の死因を調べるのに役立つと思った次第。ノーベル物理学賞受賞のニュースを見て、父が生きていれば一九三五年の人工放射能のノーベル化学賞をキューリー夫人の娘イレーネと一所に貰ったのにと思いました。（註：当時は、放射能障害について何も知られていなかった。実験を一手に引き受けて、強い放射能を浴びて実験を続けた山田は、身体を悪くし帰国して亡くなった。山田の実験データで研究が完成した顛末はイレーネが母に送った手紙にあり、その手紙は残っているという。）
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